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■視　　点

モ
ン
タ
ナ
州
は
ア
メ
リ
カ
北
西
部
に

あ
り
、
カ
ナ
ダ
と
の
国
境
に
接
し
、
日

本
と
ほ
ぼ
同
じ
広
さ
を
持
つ
。
ま
た
の

名
を
「
ビ
ッ
グ
ス
カ
イ
カ
ン
ト
リ
ー

（
大
空
の
地
）」
と
も
呼
ば
れ
、
空
の
色

は
空
色
で
な
く
深
い
群
青
色
で
空
気
が

澄
み
切
っ
て
い
る
証
拠
だ
。

イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ー
ン
国
立
公
園
の
北

端
が
モ
ン
タ
ナ
州
の
南
端
に
接
し
、
公

園
の
大
部
分
は
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
に
属
し

て
い
る
。
公
園
へ
は
空
路
で
モ
ン
タ
ナ

州
ボ
ー
ズ
マ
ン
か
ら
入
る
の
が
見
ど
こ

ろ
ポ
イ
ン
ト
に
近
い
の
で
便
利
で
あ
る
。

ボ
ー
ズ
マ
ン
か
ら
ル
ー
ト
九
〇
、
八

九
を
走
る
こ
と
二
〇
〇
袰
で
北
側
の
入

口
料
金
所
に
た
ど
り
着
く
。

◇
　
　
◇
　
　
◇

入
園
料
金
と
年
間
入
園
者
数
で
規
模
の
大

き
さ
が
わ
か
る

国
立
公
園
へ
の
入
園
料
金
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

・
バ
ス
　
　
　
１
台
　
三
〇
〇
ド
ル

・
マ
イ
カ
ー
　
１
台
　
　
三
〇
ド
ル

・
モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク

１
台
　
　
一
五
ド
ル

・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
車
及
び
ハ
イ
カ
ー

１
人
　
　
一
〇
ド
ル

決
し
て
安
い
料
金
と
も
思
わ
れ
な
い

が
年
間
入
園
者
は
三
〇
〇
〇
万
人
に
達

す
る
と
い
う
。
料
金
所
で
は
入
園
者
に

「
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ー
ン
国
立
公
園
に
つ
い

て
皆
様
に
知
っ
て
お
い
て
頂
き
た
い
こ

と
」
と
題
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
渡
さ

れ
る
。
そ
こ
に
は
地
熱
現
象
へ
の
注
意

や
、
熊
の
生
息
地
で
の
注
意
事
項
、
施

設
利
用
や
天
候
に
つ
い
て
、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
や
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
、
ゴ
ミ
捨
て
に

つ
い
て
の
規
則
等
々
が
変
型
Ａ
３
版
両

面
に
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
何
ヶ

国
語
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。
勿
論
日
本

語
版
も
。

◇
　
　
◇
　
　
◇

古
さ
と
広
さ
と
多
さ
を
維
持
す
る
レ
ン

ジ
ャ
ー
活
動

イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ー
ン
国
立
公
園
の
代

表
的
な
特
徴
を
あ
げ
る
と
次
の
通
り
で

あ
る
。

ア
・

イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ー
ン
の
自
然
の
保

護
や
保
全
を
目
的
に
一
八
七
二
年

に
世
界
で
初
め
て
国
立
公
園
制
度

が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
一
三
〇
年

以
上
前
に
「
環
境
保
全
」
と
い
う

認
識
が
あ
っ
た
こ
と
に
驚
か
さ
れ

る
。
ち
な
み
に
、
日
本
で
は
一
九

三
四
年
（
昭
和
九
年
）
に
瀬
戸
内

海
、
雲
仙
、
霧
島
の
三
ヶ
所
が
国

立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

イ
・

公
園
の
総
面
積
は
八
九
九
三
裄
で

四
国
の
半
分
位
の
広
さ
が
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
で
も
一
番
大
き
い
。

ウ
・

地
表
か
ら
一
〜
二
マ
イ
ル
の
深
さ

に
マ
グ
マ
が
迫
り
（
普
通
は
六

〇
〜
七
〇
マ
イ
ル
の
深
さ
）
世
界

最
大
の
火
山
地
帯
の
プ
レ
ー
タ
ー

で
あ
る
。

エ
・

一
四
〇
〇
〇
以
上
の
間
欠
泉
が
あ

る
。

以
上
の
特
徴
を
保
護
・
保
全
す
る
た

め
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
有
給
で
参
加
し

て
い
る
パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
い
る
。

パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
は
、
公
園
で

自
然
の
保
全
を
す
る
人
が
一
〇
〇
人

（
夏
季
で
は
二
〇
〇
人
に
増
員
）、
公
園

内
の
ガ
イ
ド
や
通
訳
を
す
る
人
が
七
五

人
、
法
律
や
指
針
が
守
ら
れ
て
い
る
か

監
視
を
す
る
人
が
二
〇
〇
人
お
り
、
い

ず
れ
も
公
園
内
で
の
不
適
切
な
行
動
に

対
し
て
は
連
邦
政
府
判
事
の
司
法
権
を

も
っ
て
い
る
し
、
そ
の
人
を
拘
置
す
る

施
設
も
も
っ
て
い
る
と
い
う
。
国
立
公

園
自
身
が
専
用
の
土
地
の
所
有
を
し
て

い
る
か
ら
で
き
る
こ
と
で
、
日
本
で
は

国
立
公
園
と
し
て
エ
リ
ア
指
定
し
て
い

る
の
と
は
大
き
く
異
な
る
。

パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
か
な
り

の
人
が
参
加
し
て
い
る
よ
う
で
、
山
火

事
や
落
雷
な
ど
の
事
故
を
担
当
す
る
人
、

バ
イ
ソ
ン
、
オ
オ
カ
ミ
、
エ
ル
ク
、
ヘ

ラ
ジ
カ
、
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
な
ど
の
動
物

の
保
護
を
担
当
す
る
人
、
環
境
の
静
け

さ
の
保
全
を
す
る
人
等
、
担
当
分
野
ご

と
の
任
務
が
決
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

◇
　
　
◇
　
　
◇

パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
活
躍
す
る
観
光
ス

ポ
ッ
ト

漓
マ
ン
モ
ス
・
ホ
ッ
ト
・
ス
プ
リ
ン
グ
ス

本
職
は
教
員
で
夏
季
だ
け
ガ
イ
ド
を

担
当
し
九
年
目
に
な
る
パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー

イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ー
ン
国
立
公
園
で
ア
メ
リ
カ
市
民
の
心
意
気
を
み
た
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■視　　点
の
エ
レ
ン
さ
ん
に
説
明
を
受
け
た
。

マ
ン
モ
ス
･
ホ
ッ
ト
･
ス
プ
リ
ン
グ

ス
は
地
質
学
的
に
も
珍
し
い
マ
ン
モ
ス

テ
ラ
ス
で
、
六
四
万
年
前
の
噴
火
以
来

熱
泉
が
絶
え
ず
噴
き
出
し
続
け
て
い
る
。

現
在
は
温
度
が
四
二
℃
ま
で
低
く
な
り

間
欠
泉
に
な
ら
な
く
な
り
、
温
泉
の
も

つ
石
灰
分
の
沈
殿
物
が
白
い
結
晶
と
な

り
、
階
段
状
の
巨
大
な
テ
ラ
ス
を
い
く

つ
も
造
り
上
げ
て
き
た
そ
う
だ
。
現
職

の
教
員
だ
け
あ
っ
て
観
光
客
に
も
解
り

や
す
い
説
明
で
あ
っ
た
。
見
渡
す
限
り

の
視
界
い
っ
ぱ
い
に
拡
が
る
白
く
輝
く

テ
ラ
ス
は
見
事
な
も
の
で
あ
る
。
日
本

の
山
形
県
の
出
羽
三
山
の
湯
殿
山
神
社

に
あ
る
一
〇
ｍ
位
の
テ
ラ
ス
と
比
較
し

て
し
ま
い
驚
き
の
連
続
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
、
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ー
ン
は

六
四
万
年
前
の
噴
火
跡
で
一
〇
〇
〇
裝

の
マ
グ
マ
を
噴
出
し
た
そ
う
で
、
一
九

九
一
年
長
崎
県
の
雲
仙
普
賢
岳
の
噴
出

量
が
〇
・
二
裝
で
あ
っ
た
か
ら
、
お
お

よ
そ
五
〇
〇
〇
倍
の
大
き
さ
に
な
る
。

滷
オ
ー
ル
ド
フ
ェ
イ
ス
フ
ル
間
欠
泉

パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
一
筋
に
四
十

年
と
い
う
ベ
テ
ラ
ン
の
サ
ム
・
ポ
ル
ブ

リ
ッ
ク
氏
の
説
明
を
受
け
た
。

こ
こ
の
間
欠
泉
の
特
徴
は
、
四
分
間

で
八
〇
〇
〇
ガ
ロ
ン
と
噴
出
量
が
多
い

こ
と
、
頻
度
が
九
〇
分
ご
と
と
高
く
、

し
か
も
一
三
〇
フ
ィ
ー
ト
と
高
く
噴
出

す
る
こ
と
、
泉
源
が
地
表
よ
り
三
〜
五

マ
イ
ル
と
浅
い
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。

泉
源
を
中
心
に
一
〇
〇
ｍ
位
離
れ
て
観

客
席
が
つ
く
ら
れ
て
お
り
間
欠
泉
の
噴

き
出
す
の
を
待
つ
の
で
あ
る
。
観
客
席

の
内
側
を
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
が
の
ん
び
り

と
歩
い
て
お
り
い
か
に
長
い
間
、
動
物

と
人
間
が
共
生
し
て
き
た
か
の
証
し
を

感
ず
る
こ
と
が
で
き
た
。
五
〇
〇
ｍ
先

に
も
観
光
客
の
円
陣
が
見

え
、
更
に
そ
の
先
に
も
見

え
、
合
わ
せ
て
五
つ
の
間

欠
泉
が
こ
こ
に
集
中
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
の

説
明
に
よ
る
と
、
公
園
内

に
四
〇
〇
ヶ
所
の
ク
レ
ー

タ
ー
が
あ
り
、
ク
レ
ー

タ
ー
は
鉱
石
成
分
を
噴
出

し
続
け
五
〇
年
〜
一
〇
〇
年
か
け
て
一

イ
ン
チ
積
も
り
、
現
在
は
一
五
〇
ヶ
所

が
プ
レ
イ
ス
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。
そ

の
う
ち
九
ヶ
所
が
間
欠
泉
と
な
っ
て
お

り
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ー
ン
観
光
の
一
番
の

見
ど
こ
ろ
で
あ
る
と
い
う
。

澆
市
民
レ
ベ
ル
の
社
会
参
加

二
酸
化
炭
素
な
ど
削
減
に
関
す
る

「
京
都
議
定
書
」（
注：

二
〇
〇
五
年
地

球
温
暖
化
防
止
会
議
で
採
択
、
二
酸
化

炭
素
な
ど
を
五
％
以
上
削
減
し
よ
う
と

す
る
国
際
的
な
約
束
事
）
を
国
レ
ベ
ル

で
は
承
認
し
て
い
な
い
が
、
市
民
レ
ベ

ル
で
は
個
人
の
判
断
で
様
々
な
社
会
参

加
を
す
る
光
景
を
国
定
公
園
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

◇
　
　
◇
　
　
◇

経
営
に
自
然
保
護
へ
の
貢
献
を
加
え
る

日
本
で
は
自
然
保
護
と
い
っ
た
意
識

は
ま
だ
低
い
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
富
士
山
を
世
界
遺
産
に
申
請

し
た
と
こ
ろ
ゴ
ミ
の
山
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
却
下
さ
れ
た
こ
と
。
又
、
知
床

が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
か
ら
は
観

光
客
が
増
え
、
ゴ
ミ
が
増
加
し
た
り
、

貴
重
な
植
物
が
持
ち
去
ら
れ
た
り
し
て

い
る
そ
う
で
あ
る
。

白
神
山
地
や
屋
久
島
な
ど
で
特
定
の

エ
リ
ア
内
は
有
料
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ

ド
を
つ
け
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
と
こ

ろ
が
出
始
め
て
い
る
。
又
、
上
高
地
、

乗
鞍
で
は
マ
イ
カ
ー
の
乗
入
れ
を
禁
止

し
て
い
る
し
、
尾
瀬
で
は
入
山
者
数
を

制
限
す
る
動
き
が
で
て
い
る
。
し
か
し
、

全
体
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
不
充
分
な
取

組
み
の
段
階
だ
ろ
う
。
営
林
署
の
職
員
、

自
治
体
の
環
境
保
全
担
当
者
、
宿
泊
施

設
や
売
店
の
経
営
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
頼
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

国
内
で
生
産
さ
れ
た
り
、
販
売
し
て

い
る
商
品
の
ほ
と
ん
ど
は
開
発
さ
れ
尽

く
さ
れ
均
質
化
し
て
い
る
。
従
っ
て
顧

客
に
良
い
企
業
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
も

ら
う
に
は
商
品
で
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
で

き
る
分
野
は
少
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
企
業
は
パ
ー
ク
レ
ン

ジ
ャ
ー
の
よ
う
な
制
度
を
取
り
入
れ
て

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

例
え
ば
、
企
業
に
近
い
自
然
公
園
で
、

学
校
の
夏
休
み
期
間
六
週
間
に
つ
い
て
、

従
業
員
に
は
五
日
間
の
年
次
有
給
休
暇

の
拠
出
を
願
い
、
企
業
は
一
週
間
分
の

宿
泊
費
と
交
通
費
を
支
給
す
る
こ
と
で
、

夏
休
み
期
間
の
環
境
保
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
隊
を
結
成
す
る
。五
人
一
組
で
六
週
間

な
ら
三
〇
人
の
参
加
希
望
者
が
あ
れ
ば

か
な
り
の
活
動
が
で
き
よ
う
。企
業
の
社

会
貢
献
と
し
て
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
も
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
（
中
小
企
業
診
断
士
　
大
橋
唯
男
）

ホットスプリングステラス
噴き出す熱水に含まれる鉱物資が結晶し
ている上を桟橋上から眺める。




